





























































































































































































































































































































































































































































































さて今回の主人公は某有名 
歌人の娘で S 子さんと 
女優さんであ K ! 






置 


彼女は大学の教授戸部氏と 
結婚したがその初夜、夫に声を 
あげて痛みを訴えた ところ 教授は 
その声に魅力を感じ、その度に 
声をたてるよぅに註文した 
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「単なる言葉では喜びが少ないことを 
考えて」(原文ママ) 

「奇抜変態なる言葉を用いるよぅ 
にした」(これも) 
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S 子さんはこれに味をしめて房事の 
前にも愛の言葉を活用され 



ねえ私、栗の花の 
匂いがかぎたく 
なつたわ 


今夜天国に 
連れて行ってょ 





時には舌を口の中で動かして 








ネェあなた今の音が 
何だか知ってる？ 



妙な音だね何だろう 


あれは私の娘があなたを 
愛したいといつて泣いて^) 

音なのよう J 



娘か、 こり やあいい . 

b つ i つ i つ i つ i つ 


夫は S 子さんの声の活躍に 
よって毎晩大いに興奮し 
ある夜などは 

「明けの鐘を聞くまで続ける 
ことができた」といぅから 
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まあよかつたことではある 















































































〔以下次号〕 




ズボズボよお一つ 
ズボズボーつズボズボーつ 



ああつ飛行機落ちるッ 
飛行機落ちるウ彳ツ 



行ンぐ一つ 

行ンぐ一つ 


あ一気持ちいい 
気持ちいい、気持ち 

いいわあ—ツ V 



入つてるつア、出たつ ^ 
アアツまた入つたつ 
アッどんどん入ってくっ , SI . 















































































































